
■パワービルド工法

ボルトナットを使用しない金物工法のため、

数十年後、ナットのゆるみの心配がゼロです。

財団法人建材試験センターが主催する「木造構造建築物

の振動研究会」において、工学院大学建築学科・宮澤健

二教授の指導のもと、パワービルド工法の実大振動実験が

行われました。

（平成１８年５月２６日、独立行政法人土木研究所にて）

阪神・淡路大震災の１.２５倍の実大振

動実験後の検証においても、接合金

物の変形・損傷は

見られず、その高い

強度と安全性が実際

に証明されました。

阪神淡路大震災を遥かに超える、巨大地震波にも耐えました。

ポイン ト③ 巨大地震に強いことを検証

高い安全性を実証したパワービルド工法による建物

専用金物と構造用集成材を使用した

高精度で高い耐震性を持つ木造軸組み工法。

ポイン ト② ボルトナットを使用せず、高強度な工法

ポイン ト① 自然災害に対応するために全棟構造計算を実施

専用CADでは、地震、台風、豪雪などの災害の際、
建物にどのような力が加わるかを計算し、その力に
建物が耐えられるか詳細な検証をしています。
建てられる地域や間取りによって、一棟一棟違い
ますので、それぞれを考慮した最適な部材、最適
なバランスで構造設計しています。

許容応力度計算＋立体解析

一般的な在来工法は土台や柱、梁などを
接合するために仕口やほぞを加工するため
断面欠損があり、接合部の強度に心配がありました。
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■パワービルド工法

クリアランス 0.5ｍｍ

梁を落とし込む力

引き寄せ力

引き寄せ力

第一ピンは、梁を落とし込むことで金物の
スロープ形状により柱側に引き寄せられる

第二ピンは、ドリフトピン（径13ｍｍ）を
打ち込むとクリアランス0.5ｍｍ分
の梁が柱側に引き寄せられる

厚みのある高強度専用金物は、
ドリフトピンの打ち込みによる引き寄せ、
力を余すことなく発揮させます。

「めりこみ」に強い
木材の利点を

最大限に活かす工法

めりこみ

パワービルドの６．４ｍｍスリットは、柱・梁、梁・桁、
柱・土台間の木部の接合面を最大にすることで、
（木材の欠損を極力少なくすること）接合面の摩擦
を増やす一方、接合面にかかる荷重を分散します。
しなやかで粘り強い構造躯体が実現します。

パワービルド工法
1スリット方式

当社
特許

優れた特徴② ボルトナットを使用せず、高強度

優れた特徴① 強固な接合強度、長く維持する接合金物

パワービルド工法・接合金物の特徴

・厚みは重量鉄骨級６ｍｍ、ロストワックス製法による一体成型の炭素鋼

鋳鋼（たんそこうちゅうこう）製で住宅の精度・強度・耐久性を向上しています。

・防錆は、世界の自動車メーカーが使用するジオメット®を採用しており、
一般的な住宅に使用される亜鉛メッキより遥かに高性能です。

※炭素鋼鋳鋼とは鉄（鋳鉄）に比べて強さ,粘りが大きく、 激しい力の加わる機械構造物の
部品として用いられています。

※一般的な金物工法は３ｍｍ程度です。

ＪＩＳ G5101規格に基づく炭素鋼鋳鋼品です

優れた特徴③ 引き寄せ力を余さず発揮

優れた特徴④ 木材の利点を最大限活かす強い接合部

他の金物工法
２スリット方式

ボルトナットを使用しないため、

数十年後のナットのゆるみの

心配がゼロです。
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